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広帯域という光の特性を活かして、

電話トラフィックを効率よく運ぶた

め中継部分に光ファイバーを敷設し

始め、1985年には北海道から九州ま

で光による縦断伝送路が完成してい

る。この伝送路は現在のインターネ

ット基幹網とアーキテクチャーや伝

送方式は異なれど、現在の光構築技

術の礎となっているのは事実である。

さて一方、今注目されているアク

セス系の光はというと、ほぼ時を同

じくして「高速ディジタル専用サー

ビス」（1984年～）「INSネット

1500」（1989年～）など主に企業向

けの高品質・大容量回線用のアクセ

スライン対応として敷設し始めた。

さらに、電話のディジタル化や土木

コスト削減を目的としてCT－RT

方式、いわゆる「張り出し集線方式」

を導入（1988年～）し、本格的に

アクセスラインへの光ファイバー敷

設を開始した。

またNTTでは「マルチメディア

構想」（1994年）にあわせる形で

“アクセス網の光化の加速”を宣言、

将来来るべきブロードバンド時代に

向けて精力的にFTTHを展開する

こととした。90年代後半からアク

セス網の光ファイバー設備は一気に

増大し、現在では約６万kmの光ケ

ーブルを敷設している。この時期の

敷設対象の大半はユーザーから

“メトロイーサ”等に代表されるサ

ービスがFTTHにより実現されて

いる。今は既存の電話線（メタリッ

クケーブル）を利用したADSLで十

分でも、冒頭の環境変化を思えば、

将来、いや近い将来、この“光”の

持つ潜在力が必須となる時代が来る

であろうことは、誰の目にも明らか

なのではないだろうか。

しかし、先進的営みのテイクオフ

は容易ならざるというのが世の常で

ある。FTTHの代表的サービス、B

フレッツのユーザーは昨年度末

NTT東西で20数万ユーザーで、固

定電話や携帯電話のユーザー数の

1％未満。インターネットアクセス

ラインの大勢はADSLが占めている

というのが実情である。この原因の

一つに、光設備構築に起因する申込

から開通までの長期間化が挙げられ

るのは事実である。「品質のよいサ

ービス提供のためにタイムリーに設

備を構築していく」というミッショ

ンの一翼を担う私は、この『FTTH

の早期開通』をメイン課題として取

り組んでいる。

光設備構築を振り返ってみると、

今から約 20年前にさかのぼる。電

話加入数が延び続けた時代、高速・

100Mb／sのインターネットアク

セスを月々 5000円程度で楽しめ

る！これは数年前、数十Kのモデム

で接続時間を気にしながら買ったば

かりのパソコン（今からすると高価

で低スペックの）でささやかなネッ

トサーフィンをしていたことのこと

を思えば夢のような話だ。

インターネットアクセスに後押し

される形で、IP技術は一気に進展

し、万人がその恩恵を受けることが

可能になった。その一翼を担う設備

に“光ファイバー”がある。「私は

ADSLを使っているから“光”は関

係ない！」などと思っていると大間

違いで、自分のパソコンからISPに

アクセスするには中継部分を通過

し、さらに ISPが世界中のWEBサ

イトへの接続していく、ここで光フ

ァイバー（中継・海底）を使用して

いることになる。一般的にはそれを

体感することはないが…。

光設備構築は国際、長距離等、中

継系のネットワークからスタート

し、IT技術の急速な普及と進展へ

の対応、さらに光ならではの拡張性

をも睨み、アクセス区間への導入、

いわゆるFTTHの構築に重心を移

してきた。NTT“Bフレッツ”や

昨今の“光”について
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NTTビルへのアクセスラインが集

束する地下部分であり、NTT東日

本エリア全体で見るとこの部分のカ

バー率は約８割近くになっている。

現在は、電気通信事業が競争の真

っ只中に突入したこと、また光利用

シーンが多様化（マス向け光サービ

スの提供開始）したこと等を考慮し、

採算性の低い計画的先行投資の形態

から、光が必要なユーザー（実需）

にタイムリーにサービス提供する形

態に、とアクションプログラムを大

きく転換している。インフラ主導と

いうよりもビジネス連動の設備構築

を推し進めているわけである。これ

まで敷設してきた地下部分の光ファ

イバー資産を有効に利用し、またタ

イムリーなサービス提供を実現す

る、という観点から、現在の光設備

の構築部分は、地下部分から架空部

分、よりユーザーに近い部分に移行

してきている。

ブロードバンド時代といわれる現

在、ADSLユーザーは日に日に増加

している一方で、光ならではのキラ

ーアプリケーションを抱き込んだビ

ジネスが台頭してきたという話題は

なかなか目の前には見えてこない。

「光は当分必要ない」などという雑

誌記事を目にすることもある。しか

し世の中の変化はめまぐるしい。

“光”がブロードバンドサービスの

真の意味での主役になる日がすぐに

来てもおかしくはない。

しかし、設備構築、特にユーザー

の近くへの光構築を計画する段で

は、対象となるエリアが非常に膨大

であるため、個々のエリアで利用し

ていただけるユーザーは存在するの

か、どの程度の設備在庫が必要なの

か、エリア毎の敷設優先順位をどう

考えるか、等のジレンマ、トリレン

マが付きまとう。特に開通スピード

が商品品質、競争力の重要な要素と

捉えられている中、お申込いただい

たユーザーへのタイムリーな工事を

実施することが必要であり、設備投

資の優先順位を柔軟かつ機動的に変

更、見直しをしていかなければなら

ない。かつての電話積滞解消に向け

た計画的、面的な大規模工事を展開

してきた時代とは異なり、現在は激

しい競争時代であるとともに経営環

境も厳しい。必要なときに必要なだ

け必要なユーザーに即座になおかつ

最低限のコストでサービスを提供す

る、そのための設備を準備・構築す

る。これが今求められる光時代の設

備構築の大命題であり、ビジネスの

大原則であろう。

海外、特に欧米に目を向けると、

CATVの汎用的普及とそれに対抗す

る通信キャリアのDSL早期導入に

見られるとおり、日本とはビジネス

スキーム自体が大きく異なってい

る。当然今後の展開という点におい

ては光サービスへの注目度が高いこ

とに違いはないが、マス向けに広く

光サービスを展開していくという段

にはなっておらず、まずはビジネス

向け（専用線への光設備の積極導入）

や狭域なエリアでのソリューション

的サービス提供に留まっているとい

う状況である。つまり、世界の中で、

広く一般マスユーザーまでに“光”

の恩恵を享受する“光サービス”の

ビジネス展開は、日本が先駆者とな

る、ということだ。

光サービスにおいては、既設メタ

リック線に重畳するADSLサービス

とは異なり、まず光ファイバーを敷

設するところから始めなければなら

ない。既設地下光ケーブル資産はあ

るものの、ユーザー直近のエリアで

は電柱にケーブルを敷設することか

ら、ユーザー宅へケーブルを引き込

むことまで、設備面・工事技術面等、

ほとんどが「ゼロからの立ち上げ」

である。多くの通信事業者がこのイ

ンフラ構築の大命題解消手法で競争

し、しのぎを削る。ブロードバンド

サービスの普及を語るとき、コンテ

ンツや料金面の競争だけでなく、設

備投資・設備構築手法の競争につい

ても注目していただきたい！

「光ビジネスを日本から立ち上げ

られるか？」の問いに「言うまでも

なく、任せてください！」と、自信

を持って言える設備構築を進めてい

きたいと考えている。ジレンマを乗

り越えて。
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光設備構築と光ビジネスの立上げ▲

光ビジネスの立上げ
～光は必要なときに必要なユーザーに～


